
群馬県新型コロナウイルス感染症対策協議会

次 第

日時： 令和２年４月５日（日）１７時～

場所： 県庁７階 審議会室

１ 開 会

２ 挨 拶

３ 座長選出

４ 議 題

（１）新型コロナウイルス感染症の発生状況について

（２）国の流行予測について

（３）今後の医療提供体制等について

５ 意見交換

６ その他

７ 閉 会



【委員】

№ 氏名 団体名・職名 備考

1 須藤　英仁 群馬県医師会長

2 川島　崇 群馬県医師会副会長

3 村山　利之 群馬県歯科医師会会長

4 武智　洋一郎 群馬県薬剤師会長

5 西松　輝高 群馬県病院協会会長

6 荻原　京子 群馬県看護協会会長

7 田村　遵一 群馬大学医学部附属病院長

8 村上　正巳 群馬大学医学部附属病院特命副病院長

9 中野　実 前橋赤十字病院長

10 正田　吉一 群馬県市長会事務局長

11 梅村　透 群馬県町村会事務局長

12 関　俊夫 群馬県消防長会会長（前橋市消防局長）
作宮消防次長
代理出席

13 栗原　修一 前橋市保健所長

14 後藤　裕一郎 高崎市保健所長

15 武藤　幸夫 群馬県健康福祉部長

16 矢沢　和人 太田保健福祉事務所長

【事務局等】

№ 氏名 所属名・職名 備考

1 歌代　昌文 健康福祉部副部長

2 中島　高志 健康福祉部健康福祉課長

3 佐藤　貴彦 健康福祉部健康福祉課地域包括ケア推進室長

4 　江原　昭二 健康福祉部医務課長

5 　宮川　清吾 健康福祉部医務課医師確保対策室長

6 中村　多美子 健康福祉部保健予防課長

7 中村　光伸 災害医療サブコーディネーター

群馬県新型コロナウイルス感染症対策協議会



○場所：県庁７階審議会室
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中 野 委 員 村 山 委 員

正 田 委 員 武 智 委 員

梅 村 委 員 荻 原 委 員

関 委 員 田 村 委 員

栗 原 委 員 村 上 委 員
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【入口】

群馬県新型コロナウイルス感染症対策協議会　座席表

○日時：令和２年４月５日（日）午後５時００分～

災害医療
サブコー
ディネー
ター

保健予防課長

医師確保
対策室長

医務課長

副部長

健康福祉課長



日付 年代 居住地 性別 職業 備考
R2.3.7 ４０代 太田市 女性 保育士

R2.3.12 ６０代 太田市 女性 パート従業員

R2.3.17 ７０代 太田市 男性 無職

日付 年代 居住地 性別 職業 備考
R2.3.12 ６０代 太田市 女性 看護師

R2.3.14 ７０代 大泉町 男性 医師

R2.3.14 ７０代 大泉町 女性 無職

R2.3.16 ５０代 大泉町 女性 事務職員

R2.3.17 ７０代 大泉町 男性 運転手

R2.3.17 ５０代 太田市 女性 事務職員

R2.3.17 ５０代 大泉町 女性 無職

R2.3.20 ６０代 太田市 男性 会社員

日付 年代 居住地 性別 職業 備考
R2.3.24 ６０代 前橋市 男性 医師

R2.3.24 ４０代 館林市 女性 看護師

R2.3.28 ２０代 栃木県 女性 看護師

日付 年代 居住地 性別 職業 備考
R2.3.28 ５０代 富岡市 女性 会社員

R2.3.31 ５０代 甘楽町 女性 会社員

R2.4.2 ６０代 富岡市 女性 会社員

R2.4.3 ３０代 富岡市 男性 会社員

R2.4.3 ４０代 高崎市 男性 会社員 中核市所管分

R2.4.4 ４０代 安中市 男性 会社員

２１例目

※健康観察は4/1で終了。4/2状況確認済。

１　県内における新型コロナウイルス感染症発生状況（令和２年４月４日現在）

県内合計　２６人(うち亡くなった方１人)

１０例目

１１例目

（３）公立館林厚生病院（館林市）関係

１５例目

  ８例目

  ９例目

２例目

７例目

 【健康福祉部保健予防課】

１２例目

１４例目

  ３例目

  ４例目

  ５例目

  ６例目

（２）ましも内科・胃腸科（大泉町）関係

（１）木崎あおぞら保育園（太田市）関係

１例目

※健康観察は3/16で終了。3/17状況確認済。

（４）日本光電（富岡市）関係

１７例目

１９例目

２３例目

２５例目

２６例目



日付 年代 居住地 性別 職業 備考
R2.3.28 ５０代 玉村町 男性 福祉事業従事者

R2.4.3 ３０代 玉村町 男性 福祉事業従事者

日付 年代 居住地 性別 職業 備考
R2.4.3 ３０代 前橋市 男性 会社員 中核市所管分

日付 年代 居住地 性別 職業 備考
1 １３例目 R2.3.24 ６０代 高崎市 男性 自営業 中核市所管分

2 １６例目 R2.3.28 ５０代 富岡市 女性 会社員

3 ２０例目 R2.3.31 ３０代 前橋市 男性 サッカー選手 中核市所管分

（６）県外患者の濃厚接触者

２４例目

（７）散発事例

相談対応件数 県全体　　累計　１５，１７６件（中核市含む）

２　帰国者・接触者相談センター対応状況（令和２年４月３日現在）

（５）福祉事業所関係

１８例目

２２例目
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令和元年度群馬県感染症危機管理チーム 実績 

 

１ 群馬県感染症危機管理チーム 委員 

 

区分 所属 職位 氏名 

感染症専門家 群馬県医師会 副会長 川島 崇 

感染症専門家 
群馬大学大学院 

医学系研究科臨床検査医学 
教授 村上 正巳 

感染症専門家 前橋赤十字病院 感染症内科 副部長 林 俊誠 

感染症専門家 
国立国際医療研究 

センター 
国際感染症センター長 大曲 貴夫 

感染症専門家 
国立感染症研究所 

（感染症疫学センター） 
第一室長 松井 珠乃 

行政 保健予防課 課長 津久井 智 

行政 保健所長会 保健所長 武智 浩之 

行政 衛生環境研究所 所長 猿木 信裕 

 

２ 会議の開催について 

 

第１回群馬県感染症危機管理チーム会議 

日時：令和２年３月１６日（月）１９：００～２０：００   

場所：県庁舎６階秘書課会議室   

議事 

（１）群馬県の新型コロナウイルス感染症患者発生状況について 

（２）検査体制について 

（３）今後の対策について 

 

第２回群馬県感染症危機管理チーム会議 

日時：令和２年３月３１日（火）１５：３０～１６：３０   

場所：県庁舎６階秘書課会議室   

議事 

（１）県主催イベント等実施ガイドラインについて 

（２）学校の再開について 

（３）今後の流行について 
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事 務 連 絡 
令 和 ２ 年 ３ 月 ６ 日 

 
都道府県 

各 保健所設置市 衛生主管部（局）御中 
  特別区 

 
 

  厚生労働省新型コロナウイルス感染症対策推進本部 
 
 

新型コロナウイルスの患者数が大幅に増えたときに備えた 
医療提供体制等の検討について（依頼） 

 
 今般、政府の新型コロナウイルス感染症対策本部において「新型コロナウイ

ルス感染症対策の基本方針」が策定されましたが、医療提供体制に関しては「こ

の時期は、今後、国内で患者数が大幅に増えたときに備え、重症者対策を中心

とした医療提供体制等の必要な体制を整える準備期間にも当たる」とされてお

ります。 
このため、各都道府県においては、自都道府県における新型コロナウイルス

感染症患者について、別添の「国内で患者数が大幅に増えたときに備えた医療

提供体制の確保について」を基に、ピーク時の外来受診患者数、入院治療が必

要な患者数、重症者数を計算していただき、医療需要の目安として御活用いた

だきますようお願いいたします。 
その上で、「地域で新型コロナウイルス感染症の患者が増加した場合の各対策

（サーベイランス、感染拡大防止策、医療提供体制）の移行について」（令和２

年３月１日付け事務連絡）や、「新型インフルエンザ等対策政府行動計画」（平

成 25 年６月７日制定、平成 29 年９月 12 日一部変更）等を参考に、今後国内で

患者数が大幅に増えたときに、必要な医療が提供できるよう、各地域において、

外来を担当する医療機関、入院病床や ICU 病床等の準備を進めるとともに、感

染防御に必要な資材、人工呼吸器等医療機器の確保を進める等、医療提供体制

について御検討いただきますようお願いいたします。 
具体的に、御検討いただきたい内容については以下の通りです。 

 
・ 帰国者・接触者外来の増設や、一般の医療機関において、必要な感染予

防策を講じた上で、新型コロナウイルス感染症が疑われる方の外来診療を

担当する医療機関の設定 



 

 
・ 新型コロナウイルス感染症患者の入院医療を提供するための医療機関と

病床の設定 
・ 集中治療や人工呼吸器を要する管理が必要な重症患者を受け入れる医療

機関と病床の設定 
・ 感染防御に必要な資材、人工呼吸器等医療機器の確保 
・ 新型コロナウイルス感染症が疑われる方の外来診療を原則として行わ

ず、その他の医療を集中的に提供することとする医療機関（例えば、重症

化しやすい方が来院するがんセンター、透析医療機関及び産科医療機関等、

重傷者を多数受け入れる見込みのある感染症指定医療機関等、地域の実状

に鑑みて医療機能を維持する必要のある医療機関等）の設定 
等 

 
なお、本事務連絡に沿った検討が適切に進められるようビデオ会議システム

等を活用した各都道府県担当者を対象とした説明会の開催を検討していること

を申し添えます。 

 
（参考資料） 
・ 「地域で新型コロナウイルス感染症の患者が増加した場合の各対策（サー 
ベイランス、感染拡大防止策、医療提供体制）の移行について」（令和２年 
３月１日付け事務連絡） 

・ 新型インフルエンザ等対策政府行動計画 

https://www.cas.go.jp/jp/seisaku/ful/keikaku/pdf/h29_koudou.pdf 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

【照会先】 

厚生労働省新型コロナウイルス対策推進本部 

技術総括班、医療体制班 

TEL 03-5253-1111 



 

 
国内で患者数が大幅に増えたときに備えた医療提供体制の確保について 

 

 

今後、国内で新型コロナウイルス感染症患者数が大幅に増えたときに備え、

各都道府県、保健所設置市及び特別区（以下「都道府県等」という。）における

外来を受診する患者数等について、以下の数式を用いて計算いただき、ピーク

時の医療需要の目安としてご活用の上、必要な医療提供体制を確保していただ

くようお願いいたします。 

 

（１）（ピーク時において 1日あたり新たに新型コロナウイルス感染症を疑って

外来を受診する患者数）＝（0-14 歳人口）×0.18／100＋（15-64 歳人口）

×0.29／100＋（65 歳以上人口） ×0.51／100 

 

（２）（ピーク時において 1日あたり新型コロナウイルス感染症で入院治療が必

要な患者数）＝（0-14 歳人口）×0.05／100＋（15-64 歳人口）×0.02／

100＋（65 歳以上人口） ×0.56／100 

 

（３）（ピーク時において 1日あたり新型コロナウイルス感染症で重症者として

治療が必要な患者数）＝（0-14 歳人口）×0.002／100＋（15-64 歳人口）

×0.001／100＋（65 歳以上人口） ×0.018／100 

 

注１）ピーク時は、各都道府県等において疫学的関連性が把握できない程度に

感染が拡大した時点から概ね３か月後に到来すると推計されている。ただ

し、公衆衛生上の対策を行うことにより、ピークが下がるとともに後ろ倒

しされる。 

注２）重症者とは、集中治療や人工呼吸器を要する管理が必要な患者を指す。 

注３）当該計算式は、都道府県等の単位以下における医療提供体制を確保する

ためのものであるとともに、各都道府県等によってピークを迎える時期が

異なるため、全国の人口を用いて計算することや単純に各自治体が算出す

るピークの数値を足し合わせることは、不適切な取扱いとなることに留意

いただきたい。なお、当該計算式については、今後新たな知見等により変

更される可能性がある。 

注４）実際には、ピーク時に至るまでの日々の患者数の増加はばらつきがあり、

増加曲線は推計通りの形にならない可能性が高いため、現実の患者の発生動

向も踏まえて適切に体制を確保することが必要。 

注５）当該計算式については、今後新たな知見等により変更される可能性があ

る。 

 

（別添） 

 



医療提供体制について

健康福祉部医務課

１ 病床確保の状況

・ 現在、指定医療機関の感染症病床５２床で入院患者を受入れ

・ 感染拡大に向けて、現状の体制で、各指定医療機関の一般病床と合わせて、

２００床程度で入院受入可能であることを確認済み

・ 指定医療機関以外の公立・公的、民間病院に対してバックアップベッド確保

の要請を検討（特に、休棟中の病棟等）

・ さらに、重点医療機関の設置、軽症者・無症状者受入れ施設の確保を進める

２ 帰国者・接触者外来の増設

・ 指定医療機関を含め既設１６か所

・ 特に入院医療を担う指定医療機関では帰国者・接触者外来の両立は困難

・ 疑い患者増加に伴う負担増を軽減するため、さらに増設を進める

３ 発熱外来の設置

・ 郡市医師会長会議において、県医師会から発熱外来の設置の検討を依頼

・ 県として、県医師会の取組と連携するため、各郡市医師会長を訪問し、取組

状況の確認と意見交換を実施中

・ 郡市医師会によって考え方等には相違もあるため、引き続き設置に向け意見

交換を進める

４ 病院間調整センター（都道府県調整本部）の設置

・ 限られた医療資源を有効に活用するため、重症度や患者・疾病特性に応じた

入院時の振り分け、転院搬送等の調整機能を担う

・ 入院、搬送調整のコーディネーターとして前橋赤十字病院統括ＤＭＡＴの医

師の就任を依頼予定

・ コーディネーターによる入院調整に係る支援や助言、さらには、県内医療機

関からの診療等に係る相談に対し助言するアドバイザーとして、集中治療、呼

吸器内科、救急医療、感染症医療等の各専門医師等の就任を依頼予定

・ 前橋市、高崎市の了解のもと、全県的運用を図る

・ 病床機能データベースを作成し、入院・転院調整に活用。近く完成予定



入
院
調
整
の
流
れ

【
現
状
】

検
査
機
関

①
結
果

保
健
所

保
健
所

保
健
所

・ ・ ・

感
染
症
指
定
医
療
機
関

感
染
症
指
定
医
療
機
関

・ ・ ・
感
染
症
指
定
医
療
機
関

・
感
染
症
法
に
基
づ
き
、
各
保
健
所
長
が
医
療
機
関
と
個
別
に
調
整

＜
課
題
＞

・
患
者
の
多
い
地
域
の
感
染
症
医
療
機
関
に
入
院
が
集
中
し
、
当
該
医
療
機
関
の
医
療
関
係
者
が
疲
弊
す
る
。

・
今
後
、
患
者
が
増
大
し
た
場
合
に
は
、
保
健
所
で
医
療
機
関
の
空
床
状
況
が
把
握
で
き
ず
、
非
効
率
な
調
整
に
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
。

ま
た
、
重
症
患
者
の
受
入
れ
先
調
整
に
時
間
を
要
す
る
こ
と
も
懸
念
さ
れ
る
。

【
病
院
間
調
整
セ
ン
タ
ー
設
置
後
（
原
則
）
】

・
病
院
間
調
整
セ
ン
タ
ー
が
、
入
院
可
能
な
空
き
病
床
を
把
握
し
、
広
域
的
に
入
院
調
整
を
行
う
。

・
患
者
が
増
大
し
た
場
合
に
も
、
重
症
度
な
ど
患
者
の
状
態
に
適
し
た
病
床
を
調
整
す
る
こ
と
で
、
限
ら
れ
た
病
床
を
効
果
的
・
効
率
的
に
利
用
す
る
。

②
入
院
調
整

※
⑤
の
回
答
を
も
っ
て
、
各
保
健
所
は
割
り
当
て
ら
れ
た
医
療
機
関
と
の
間
で
、
患
者
の
入
院
調
整
を
行
う
。

検
査
機
関

①
結
果

保
健
所

保
健
所

・ ・ ・

感
染
症
指
定
医
療
機
関

…

協
力
医
療
機
関
（
仮
称
）

病
院
間
調
整
セ
ン
タ
ー

（
群
馬
県
庁
内
）

②
調
整
依
頼

③
ト
リ
ア
ー
ジ

感
染
症
指
定
医
療
機
関

④
受
入
調
整

［
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
］

病
床
数
、
入
院
中
、
受
入
可
能
数
、
人
工
呼
吸
器
対
応
、

EC
M

O対
応
、
妊
産
婦
対
応
、
小
児
対
応
、
透
析
、
・
・
・

⑤
病
院
名
回
答


